







































































































































　各軸の傾向は，図 1 から図 4 のとおりである。























固有値 寄与率 累積寄与率 相関係数
第 1 軸 0.1295 14.56％ 14.56％ 0.3599
第 2 軸 0.0893 10.05％ 24.61％ 0.2989
第 3 軸 0.0770 8.66％ 33.27％ 0.2776
第 4 軸 0.0664 7.47％ 40.74％ 0.2577
図 １ 　第 1 軸（個人主義的傾向） 図 ２ 　第 2 軸（他人指向的不安傾向）











































































































































































































































2 ）「いじめている 生 徒」は，「現 在，クラスや 部 活
等でいじめている」の設問に対して，「そう思う」
1.7％（77名）および「どちらかといえばそう思う」
3.3％（172名）をあわせた 値 であり，一 方 の「い
じめていない生徒」は，「どちらかといえばそう思
わない」8.9％（464 名）および「そう 思 わない」
86.4％（4,513名）をあわせた値であらわしている。
3 ）「矛盾型」におけるいじめられた経験は，50.4％
（62名）であった。
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